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通所介護予防

遊ぴ感覚の運動

理学療法士梅津鋼

東京都調布市下石原3-44-1

簡易なものを用いた通所介護予防の効果判定

042-484-2002

042-484-2286

エクササイズボールやセラチユーブで遊ぴ感覚を入れた運動

今回の発表の施設

またはサービスの

概要

デイサービスセンターちょうふ花園

<取り組んだ課題>

・要支援者の通所介護予防による介護の重度化の予防

・簡易なものを用いて、低コストで自宅でも可能恋運動

・遊ぴ感覚を取り入れながら継続して実施できるプログ

ラムを考える

・定期的な運動の効果を判定する

<具体的な取り組み>

予防のための運動の必要性を啓蒙する

週3回トータル2時間の通所介護予防のプログラム

を実施する(気軽に通える時間を設定した)

内容は柔軟性、筋力、パランスを中1山に据え、①パ

イタルチエック②ヨガマットに座ってのストレッ

チ(30分)③セラチユープやエクササイズボール

を使った筋カトレーニング(40分)④バランスク

ツション等を使ったバランス訓練(20分)⑤月ご

とにテーマを設定し、脳トレ等のゲームa0分)⑥

水分補給をかねた雑談を実施

参加者は要支援1、2および要介護者1の方、約30

名で(1 回の参加人数は9~14人)、そのうち効果

判定をしたのは、参加後、 3 ケ月以上経過した要支

援者14名

3ケ月ごとに運動テストを行い、開始時と3力月後

の結果を比較し、統計処理を行った。

テスト項目は、①立位前屈②5m最大歩行能力③

Timedup&Ξ0 ④開眼片足立ち⑤握力⑥ファ

ンクショナルリーチ⑦2分間足上げを実施した

担当臓員は、理学療法土1名と通所スタッフ1名

費用はエクササイズボールとセラチユーブ、ヨガマ

ツト、パランスクッション等で約5万円強

ちょうふ花園は、平成16年3月に都内初のユニット型の特養として80床(8ユニ

ツト・全室個室)を開設、その後デイサービス、居宅介護支援事業、地域包括支援セ

ンター、通所介護予防の事業運営をしている。

理学療法士須田晶子

相談員上村功

E-mail h廿P//VVWW.tojinkai.or.jp/

C舌動の成果と評価>

14名の開始時と3力月後のテスト項目の結果として、

①立位前屈は 9 名が向上し、平均2Cm(+6.5~-1.5)の

改善が得られた(Pく0.1)

②5m最大歩行能力は13名が向上し、平均133秒{+

0~5.48)の改善が得られた(Pく0.05)

③Tlmedup&宮0は12名が向上し、平均 1367秒(十

783~-2.43)の改善が得られた(Pく0.1)

④開眼片足立ちは全員が向上レ、平均 13.53秒(+07

~3824)の改善が得られた(Pく0.01)

⑤握力は、平均0.589kg(+6~-2,5)で変化なし

⑥ファンクショナルリーチは11名が向上し、平均332

Om(十ゴ2~-55)の改善が得られた(Pく0.05)

⑦2分問足上げは村名が向上し、平均1686回(+65

~-30)の改善が得られた(Pく0ρ5)

・また前期高齢者と後期高齢者での比較では、差が無かっ

た(年齢に関係なく、運動の効果が期待できる)

・参加頻度が、週1回の方と週2ないし3回の方での

比較も差は無かった(週 1 回の運動でも、効果が

期待できる)

・利用者の変化として、送迎されていだ方が、一人で歩

いて通所することが可能に恋る

・イスの生活のみから楽に床に座ったり、立ち上がった

りできるように恋った利用者が多い

・{中間意識が芽生えて、運動後、一緒に買い物に行くよ

うに姦る(活動範囲の拡大が得られる)

・要介護1から要支援2に恋った方が2名ほどいる

<今後の課題>

参加者をもコと増やしたい=啓蒙活動の強化

下肢筋力のテスト項目の追加

健康関連QOLとの関係を見ていく必要性
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アクティブ福祉in東京'07（第2回高齢者福祉研究大会/2007年9月26日）

無断転載・複製を禁じます。


